
「着地型・体験型旅行商品開発促進事業」事業負担金 6,045,000円
訪日外国人旅行者周遊促進事業　事業負担金 1,873,725円

備　 考

項 2 観光費 目 1 観光振興費

特定財源の名称・金額
訪日外国人旅行者促進事業補助金 1,259,229円（国627,262円＋県698,242円－連携事務費66,275円）
地方創生推進交付金 3,522,000円

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 6 商工費

  うち繰越分↓
3,373,311

  うち繰越分↓
 一般財源(e) 5,996,974

  うち繰越分↓
3,137,496

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
うち受益者負担

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓
1,249,689

  うち繰越分↓
 その他(d) 719,792

  うち繰越分↓
1,259,229

  うち繰越分↓

3,522,000
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

3,522,000
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a) 7,942,000
  うち繰越分↓

 県支出金(b)
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

8,145,000
  うち繰越分↓

0 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 14,658,766
  うち繰越分↓

7,918,725

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

　住んでよし・訪れてよしの観光地域づくりのため、『体験型教育旅行』『にし阿波で濃い時間～あわこい
～』を柱に、様々な事業を実施する。

・体験教育旅行
　「本物の田舎を体験できる」をコンセプトに、都会や海外からの修学旅行生を民泊で迎え入れる。本町は
世界農業遺産に登録された急傾斜地での伝統農法の体験やそば打ち体験などを実施している。
・あわこい
　県西部の2市2町で開催される、体験プログラムイベント。自然・歴史・文化・伝統芸能・食など様々なにし
阿波の地域資源を活かした、地元の人の、地元の人による、地元の人のための体験プログラムを実施。

事務事業の成果
結果・実績はどうか

【教育旅行・観光圏事業の主な成果】 ※コロナウイルス感染症の影響により、大幅に減少している。
【体験型教育旅行受入】
令和3年度 10校 967泊（前年度比5校増 486泊増）　　令和4年度 26校 2,374泊（前年度比16校増 1,407泊
増）
【にし阿波体感プログラムイベント ～あわこい～ の開催】
令和3年度 80プログラム（14P）　参加者 374人　　令和4年度 58プログラム（12P）　参加者 678人

特記事項

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

国内大都市圏からの観光客、欧米豪と台湾・香港を中心とした訪日
外国人観光客及び、圏域内の受入側観光・交流関係者（官・民）主に
都市住民で短期的に田舎暮らしを体験してみようとする者

対 象 者

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　観光・交流の推進による「住んでよし、訪れてよし」の観光まちづくりの具現化。国内外からの観光旅客
等の来訪及び滞在を促進し、地域を活性化させる。農山村にある農林漁家民宿等を活用して、田舎ならで
はの農林業を体験し、本町の魅力・人を知ってもらい、交流人口の増加を図る。

事業継続年数 事業開始年度 平成20年度

分野別施策 ４　観光・交流の振興 所 属 長 山下 真広

主な施策 ３　観光ＰＲ活動等の強化　４　広域的連携による観光の振興 電話番号 79-5339

第２次
総合計画体系

政策目標 ３　にぎわいのあるまち 担当部署 産業課

根拠法令等 観光圏の整備による観光旅客の来訪及び滞在の促進に関する法律　観光圏整備法 など

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 にし阿波～剣山・吉野川観光圏協議会参画事務 整理番号 1309-024

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


